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インフォメーション
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 28
イルミネーション点灯式
　編集室から
　人の動き

−
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−
−

長寿会のおばあちゃん
に教わりながら、重い
杵を力いっぱい振るう
園児たち。12 月９日、
牧島保育園でファミ
リーもちつき会があり
ました。地域ぐるみで
行う園の 12 月の恒例
行事で、できたての餅
をみんなで楽しく食べ
て交流を深めました。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

　
　
　
　
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
市
長
就
任
１
年
目
と
し
て
、
市
政
の
抜
本
的
な
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
仕
事
の
確
保
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
充
実
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
幸
福
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
、「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る

伊
万
里
市
づ
く
り
に
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

伊
万
里
市
長
　
深 

浦 

弘 

信
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特　集

● 問合先　土木管理課公園・空き家対策係（　 ☎㉓２４８４）

空き家を考える

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
背
景
に
、
増
え
続
け
る

空
き
家
が
全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
伊

万
里
市
で
も
例
外
で
は
な
く
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
空
き

家
が
存
在
し
、
そ
の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、空
き
家
そ
の
も
の
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
空
き
家
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
な
く
、
そ
の
財
産
的
価
値
も
大
き
く
下
が
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
へ
と
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　「
う
ち
は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
住
宅
の
管

理
や
空
き
家
の
問
題
は
、
決
し
て
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
家
族
や
親
戚
が
集
ま
る
機
会
に
、
家
の
将
来
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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緊急安全措置

空き家の管理は所有者（相続人）の責務です

　市に寄せられる相談の中には近隣住民
や第三者に対して危険が差し迫った、緊
急の対応を要する空き家があります。そ
のような空き家の所有者が、市からの指
導に対し即座に対応しない場合、または
所有者が不明の場合、緊急安全措置とし
て市が必要最低限の応急措置を行うこと
があります。
　緊急安全措置に要した費用は、空き家
の所有者へ請求することになります。

先延ばしにすればす
るほど、解決には時
間がかかります。早
めに対策を。

　
こ
の
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
と
き
、
市
は
、
ま
ず
相
談
者
か

ら
情
報
を
聞
き
取
り
、
現
地
で
空

き
家
の
状
態
を
確
か
め
ま
す
。

　
次
に
、
税
務
情
報
や
住
民
基
本

台
帳
の
情
報
な
ど
か
ら
空
き
家
の

所
有
者
（
相
続
人
含
む
）
を
調
査

し
ま
す
。
所
有
者
が
判
明
し
た
ら
、

空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
直

接
も
し
く
は
、
文
書
に
よ
り
お
願

い
を
し
ま
す
。

　
特
に
周
囲
の
生
活
環
境
に
著
し

く
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
法
令
に
基
づ
い
て
、

勧
告
、
命
令
な
ど
の
よ
り
強
い
行

政
指
導
を
行
い
ま
す
。

市
の
対
応

対応には時間がかかることも

　空き家の調査を進めていくと、所有者が死亡していたり、市
外に転出していたりする場合などがあります。また、相続登記
がなされていないため、何人もの相続人がいて権利関係が複雑
になっている場合などは、調査に時間を要します。このため、
状況の改善までに時間がかかってしまうことがあります。

市
内
の
空
き
家
の
現
状

　
平
成
28
年
度
に
市
が
実
施
し
た

空
き
家
の
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

市
内
に
空
き
家
は
１
４
５
１
戸
あ

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す

（
調
査
対
象
は
戸
建
住
宅
、
店
舗
、

店
舗
兼
住
宅
、
長
屋
）。

　
こ
の
中
に
は
、
ま
だ
人
が
住
め

る
も
の
か
ら
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

あ
り
、
空
き
家
に
関
す
る
相
談
窓

口
で
あ
る
市
土
木
管
理
課
に
は
、

毎
年
約
20
～
30
件
（
継
続
案
件
を

除
く
）
の
相
談
や
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
と
し
て
は
、「
家
屋

の
老
朽
化
に
伴
っ
て
瓦
が
浮
い
た

り
、
ト
タ
ン
が
剥
が
れ
か
け
た
り

し
て
い
て
、
強
風
に
よ
り
飛
ば
さ

れ
て
こ
な
い
か
心
配
だ
」
と
い
う

も
の
や
、「
建
物
が
倒
壊
し
た
り
、

傾
い
た
り
し
て
い
て
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
り
不
安
だ
」
と
い
う
も
の
、

「
空
き
家
の
庭
木
が
隣
家
ま
で
伸

び
て
し
ま
っ
て
い
て
迷
惑
し
て
い

る
」
と
い
う
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

市
内
に
１
４
０
０
戸
以
上

平成 30 年度に市が実施した
緊急安全措置の例

　空き家の所有者または管理者には、防災・衛生・景観
などにおいて地域住民の生活環境に悪影響を及ぼさない
ように、空家等を適切に管理する責務があると定められ
ています（空家等対策特別措置法）。◆屋根瓦が複数枚めくれあがり、強風が

吹けば歩道などに落下する恐れがあっ
たため、瓦を元に戻すなど、屋根の補
修を行った

◆道路に面した玄関に設けられた下屋が
朽ちて危険な状態だったため、下屋部
分を撤去した

◆瓦の重みで屋根が変形し、道路や隣家
に瓦が落下していたため、今後落下の
危険性が高い瓦を取り除いた

◆トタンや金属片などが空き家の裏庭に
積んであり、強風が吹けば飛散する恐れ
があったため、ブルーシートで覆った
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《 特定空家等に認定される条件 》
①倒壊等著しく保安上危険となる恐れがある

②著しく衛生上有害となる恐れがある

③適切な管理が行われず著しく景観を損なっている

④その他周辺の生活環境の保全のため放置できない

建物の破損・倒壊
隣家や通行人にぶつかるなどの

被害を与えることに…

助言・指導

行政代執行

不審者や動物の
侵入、不法投棄

治安や衛生面の悪化を
招くことも…

庭木や雑草の繁茂
景観を損ねるほか、害虫の発生

原因になることも…

特定空家等に認定されると・・・

勧　告

命　令

住宅用地特例の
対象から除外

違反をすると
最大 50 万円以下

の過料

解体などにかかる費用は所有者
が負担

空き家を考える特　集

　
人
が
住
ま
な
い
家
は
、
放
っ
て

お
け
ば
ど
ん
ど
ん
傷
ん
で
い
く
も

の
で
す
。
適
正
な
管
理
を
行
わ
ず
、

空
き
家
を
放
置
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
屋
根
や
外
壁
が
傷
ん

で
、
瓦
や
外
壁
材
な
ど
が
落
下
し

て
隣
家
や
通
行
人
に
被
害
を
お
よ

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
第
三

者
に
け
が
を
さ
せ
た
り
死
亡
さ
せ

た
り
し
た
場
合
、
損
害
賠
償
額
は

非
常
に
高
額
に
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
不
審
者
の
侵
入
や
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
動
物
や
害
虫
の
住
み

か
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
な

ど
、
防
犯
上
や
衛
生
上
、
悪
い
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
放
置
さ
れ
た
空
き
家
は
、
所

有
者
に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
空
き
家
の
周

辺
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
も
リ

ス
ク
に
な
る
の
で
す
。

　
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
著

し
い
場
合
、
市
は
そ
の
空
き
家
を

特
定
空
家
等
に
認
定
し
ま
す
。
認

定
さ
れ
る
と
、
そ
の
所
有
者
は
、

法
律
に
基
づ
く
指
導
や
勧
告
、
命

令
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
宅
地
に

適
用
さ
れ
る
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
が
解
除
さ
れ
て
税
負
担
が
増

え
た
り
、
撤
去
な
ど
の
命
令
に
従

わ
な
い
場
合
、
過
料
が
科
さ
れ
た

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

空
き
家
の
何
が
問
題
な
の
か

放
置
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク

空き家の放置で損害賠償責任を負う可能性も

　 管理不全が原因で起きた事故は、その所有者が賠償責任を
負う可能性があります。

【外壁材などの落下による死亡事故（想定）】
被害者：11 歳男児
損害額＝ 5,630 万円

【シロアリ・ネズミ・雑草の被害（想定）】
被害内容：空き家のシロアリ、ネズミが隣家へ侵入し、被害
を受けた。また、雑草繁茂により草刈りを行った。
損害額＝ 23 万 8000 円

※出典：（公財）日本住宅総合センター
　　　　 『空き家発生による外部不経済の実態と損害額の試算に係る調査』

特
定
空
家
等

特定空家等に認定
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空き家管理のポイント
　空き家の管理は定期的に（月に１回程度）行いま
しょう。定期的な管理ができない場合は、業者など
に委託する方法もあります。適正に管理し、問題の
発生を防ぐとともに、建物を良い状態に維持するこ
とで、次の活用につなげましょう。
　また、遠方に住んでいる場合、万が一の事態に備
え、地元の自治会などに連絡先を伝えるようにしま
しょう。

 室内の換気や掃除を行
う

 敷地にゴミの不法投棄
がないか確認する

 家の内部や外部に傷み
やひびなどがないか確
認する

給排水設備に異常がな
いか確認する

 天井や壁に雨漏りやシミ（小動
物の侵入が考えられます）がな
いか確認する

◆点検などで異常があれば、早急に修繕しましょう

　
所
有
す
る
空
き
家
を
特
定
空
家

等
の
よ
う
な
危
険
な
空
き
家
に
し

な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

で
し
ょ
う
か
。

　
市
に
寄
せ
ら
れ
る
空
き
家
に
関

す
る
相
談
や
苦
情
の
原
因
の
多
く

は
、
空
き
家
の
所
有
者
が
、
建
物

や
土
地
の
適
正
な
管
理
を
行
っ
て

い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
適
正
な
管
理
を
行
う
こ
と
で
、

周
辺
に
迷
惑
を
か
け
る
空
き
家
に

な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
自
分
で
管
理
す
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
身
近
な
人

に
手
伝
っ
て
も
ら
う
か
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
や
民
間
の
管
理
会

社
な
ど
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　
傷
み
が
激
し
く
、
管
理
や
修
繕

が
難
し
い
場
合
は
、
早
め
に
解
体

し
ま
し
ょ
う
。

危
険
な
空
き
家
に
し
な
い
た
め
に

危
険
な
空
き
家
に
し
な
い
た
め
に

　
土
地
や
建
物
を
相
続
し
た
ら
、
必

ず
所
有
権
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。
登

記
を
し
て
い
な
い
と
、
売
却
し
た
く

て
も
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
相
続
人
の
存
在
、
不
存
在
が
明

ら
か
で
な
い
場
合
や
、
相
続
人
全

員
が
相
続
放
棄
し
た
場
合
な
ど
は
、

財
産
管
理
人
制
度
が
活
用
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
裁
判
所
や
弁
護
士

事
務
所
、
司
法
書
士
事
務
所
へ
お

尋
ね
い
た
だ
く
か
、
市
の
市
民
相

談（
無
料
）を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

相
続
し
た
ら
必
ず
登
記
を

 敷地の除草や立木のせ
ん定を行う

 窓ガラスやサッシ、雨
どいに割れや破損がな
いか確認する

活用しましょう 空き家情報バンク

　市空き家情報バンク制度は、所有する空き家の売却や賃貸を希望する人に、市と協定を締結
した宅建業者（協力事業者）を通して、空き家情報バンクに情報を登録してもらい、市ホームペー
ジに掲載して、空き家を買いたい人や借りたい人に情報を提供するものです。
　詳しくは問い合わせてください。

管理するだけでは
もったいない、まだ十分
住める家なので利活用

したい、と感じている人
にお勧めの制度です。

● 問合先　伊万里暮らし応援課移住・定住推進係（　 ☎㉓２１７２）
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空き家を考える特　集

　
ま
だ
家
と
し
て
住
む
こ
と
が
で

き
る
空
き
家
、
も
う
建
物
と
し
て

の
体
を
な
し
て
い
な
い
空
き
家
、

い
ろ
い
ろ
な
空
き
家
が
市
内
に
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
ず
所
有
者
や

相
続
人
が
い
ま
す
。
中
に
は
、
空

き
家
を
お
荷
物
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
空
き
家
に
も
新
築
だ
っ
た
時

が
あ
り
、
住
ん
で
い
た
家
族
が
い

た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
き
っ
と
家

族
の
笑
顔
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
引
っ
越
す
と
き
に
は
、
少
な

か
ら
ず
惜
し
ま
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
あ
な
た
が
今
住
ん
で
い

る
家
も
、
将
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
っ
て
空
き
家
に
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
は
あ
る
の
で
す
。

　
家
も
家
族
の
一
員
で
す
。
最
後

ま
で
適
正
に
管
理
で
き
る
よ
う
に
、

今
の
う
ち
か
ら
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
家
の
終
活
を
、
家
族
み
ん
な
で

考
え
ま
せ
ん
か
。

家
の
『
終
活
』
考
え
ま
せ
ん
か

家
も
大
切
な
家
族
の
一
員

よくある質問

A. 不動産業者に相談してください。伊万里市空き家情報バンク制度について詳しく知りたいという場
合は、市伊万里暮らし応援課　移住・定住推進係に連絡してください。協力事業者の一覧表も移住・
定住推進係にあります。

A. 解体工事を行っている業者に相談してください。解体業を行っている業者を全く知らないという場
合は、市土木管理課に連絡してください。市で把握している市内業者の一覧表を送ります。
見積もりを取る場合は、複数社取って費用の比較をしてみましょう。

A. 空き家の解体に対する補助金はあります。解体費用の２分の１（最大 50 万円）を補助するものです。
ただし、交付には要件があります。対象の空き家が特定空家等に認定されていること、交付申請者
の世帯が現在の年度を含めて３年間住民税非課税の世帯であること、などです。詳しくは市土木管
理課まで問い合わせてください。

A. 空き家とその土地を市に寄付することは可能ですが、解体補助金と同じくいろいろな条件があります。
まず、寄付したい家き屋が、倒壊の危険があるなど現に危険な空き家であること。次に、補助金と
同様に申請者の世帯が非課税であること。土地と建物に所有権以外の物権がついていないこと。そ
して、空き家が建っている土地について、空き家の解体後に、公共のために有効な利活用ができ、
かつ管理を地元が行うことについて理解が得られていること、などです。

解体を検討しているけどどうすればいいの？

空き家を売りたい・貸したいQ

Q

空き家の解体補助金はないのですか？Q

空き家を市に寄付したいのですがQ

7 2019.1広報伊万里



み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

情緒あふれる秋の大川内山を散策

11.27

白壁土蔵に感じる焼き物の里

魅力あふれる夢のまち 伊万里ウオーク 2018

晩秋の心地良い風を感じながら

市子育て支援センターぽっぽ 20 周年記念コンサート

これまで携わった全ての人に感謝を込めて

↑ぽっぽの過去の利用者や先生たちも一緒に鑑賞

『新さが百景』に認定されている里小路の小笹生垣（東山代町里）

11.23

伊万里湾大橋は強風注意

市内のさまざまな名所を歩いて巡る『伊万里ウオーク

2018』がありました。市内外から合わせて 516 人が参加。

伊万里湾岸・大川内山・市街地を巡る３つのコースに分か

れ、思い思いに観光名所や晩秋の風景などを楽しみまし

た。ゴール後には温かいだご汁がふるまわれたほか、伊

万里牛などの特産品が当たる抽選会なども行われました。

12.4

ハートフルフォーラム 2018 in 伊万里

誰もが自分らしく輝く社会に

市民センターで、市子育て支援センターぽっぽの 20 周年

を祝う歌とピアノのコンサートがありました。自身もぽっ

ぽの利用者だった久保田文
ふみ

香
か

さん（歌）と池永直子さん（ピ

アノ）が、童謡メドレーなどを披露。参加した母親たちに

は子どもと一緒に生の音楽に触れることができる貴重な機

会となり、時折歌を口ずさみながら聴き入っていました。

↑デートＤＶ防止啓発紙芝居で「相手の嫌だという気持ちを
受け入れましょう」と訴える伊万里商業高校の生徒

『ハートフルフォーラム 2018 in 伊万里』が市民センター

でありました。伊万里商業高校の生徒会が企画・運営に

参加し、司会進行や意見発表、紙芝居上演などを担当。

また、ＬＧＢＴ支援団体のＡ
ア

Ｏ
オ

＊Ａ
ア

Ｑ
ク

ＵＡ
ア

による人権講

演や、合唱作曲家の弓
ゆ

削
げ

田
た

健介さんによる人権コンサー

トもあり、来場者は人権についての理解を深めました。

82019.1広報伊万里



み ん な の 広 場

神原八幡宮『取り追う祭り』

心頭を滅却すれば火もまた涼し

12.12

↑ 833 個の御供さんが観客にふるまわれました

11.25

空育ⓇＪＡＬ折り紙ヒコーキ教室

どうすればうまく飛ぶでしょう

国見中学校体育館で折り紙ヒコーキ教室がありました。こ

れは、国の子供・若者育成支援強調月間に合わせ、市青少

年育成市民会議などが日本航空株式会社（ＪＡＬ）ととも

に開催したものです。日本折り紙ヒコーキ協会認定指導員

の資格を持つＪＡＬの社員の指導を受け、紙飛行機を完成

させた子どもたち。早速、夢中になって飛ばしていました。

最後の工程を丁寧に折り、紙飛行機を完成させる参加者

↑自分で作った紙飛行機で、飛行距離を競う子どもたち

第 27 回市民音楽祭 〜ふるさとの明日を歌おう〜

親しまれる市民手作りの音の祭典
明治時代から受け継がれる伝統行事『頭わたし』

地域に幸せを運ぶ権現様の奇祭

大坪町古賀地区で、氏神様『今岳大権現』の分霊の世話役

（頭
つう

）を、翌年の当番に引き継ぐ伝統行事『頭わたし』があ

りました。豊作に感謝し、長寿や健康を願う祭りで、『頭』

は地区にある 14 の班が輪番で担当。くじで選ばれた新しい

世話役たちは、墨を塗った顔で大権現や神主、ほら貝吹きな

どの衣装をまとい、地区を巡行して各家庭に福を届けました。

12.2

市民センターで市民音楽祭がありました。市内で活動する

20 団体が、合唱や吹奏楽、箏
そう

、オカリナなど多彩な音楽

を披露。合同発表で各団体からの代表者が『ジングルベル』

を演奏すると、会場はクリスマスの雰囲気に包まれまし

た。最後は、伊万里中学校吹奏楽部の伴奏で出演者と観客

が『伊万里讃歌』を合唱し、美しい歌声が響き渡りました。

12.14

↑新たに選ばれ、家々を巡る世話役たち

二里町大里の神原八幡宮で、毎年恒例の伝統行事『取り追

う祭り』がありました。南北朝の戦いに敗れ、この地に逃

れた肥後の豪族が再起を図って火中訓練をしたことが起

源とされています。もち米を握った『御
ご

供
くう

さん』をめぐり、

攻め手と守り手が火の粉舞う激しい攻防を展開。合戦のあ

と、御供さんは観客にふるまわれ、無病息災を祈りました。

舞台上の攻め手は火の粉を榊
さかき

の枝で振り払いながら挑発

↑フィナーレに『伊万里讃歌 第８章 終詩』を合唱する出演
者と観客の皆さん

9 2019.1広報伊万里



ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

↑受賞者のみなさん

　
久
保
田
　
真
央 

さ
ん
（
大
坪
小
）

　
小
杉
　
そ
よ
か 

さ
ん
（
大
坪
小
）

　
牧
島
小
学
校
６
年
生
（
７
人
）

◆
学
校
賞
（
３
校
）

　
牧
島
小
学
校

　
大
坪
小
学
校

　
大
川
小
学
校

　
12
月
２
日
、
歴
史
民
俗
資
料
館

で
開
催
中
の
『
幕
末
・
明
治
と
伊

万
里
の
人
』
展
に
合
わ
せ
た
調

べ
学
習
成
果
表
彰
式
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
内
の
小
学
生
が

郷
土
の
偉
人
に
つ
い
て
自
分
た
ち

で
調
べ
、
そ
の
成
果
を
掲
示
作
品

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
応
募
総
数
は
80
点
。
郷
土
の
偉

人
の
偉
業
や
生
き
方
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き
方
を
考

え
た
り
、
偉
人
に
関
わ
る
場
所
を

訪
れ
て
紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
、

ど
れ
も
見
応
え
の
あ
る
も
の
ば
か

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
入
賞
者
】

◆
優
秀
賞
（
５
人
・
１
グ
ル
ー
プ
）

　
中
島
　
奈
南 

さ
ん
（
大
坪
小
）

　
前
原
　
陽
菜 

さ
ん
（
大
坪
小
）

　
松
尾
　
佳
奈 

さ
ん
（
大
坪
小
）

も
っ
と
知
り
た
い 

郷
土
の
偉
人

『
幕
末
・
明
治
と
伊
万
里
の
人
』
展 

調
べ
学
習
成
果
表
彰
式

↑作品は１月 20 日（日）まで歴
史民俗資料館で展示しています

ふ
り
向む

け
ば  

初は
つ

日ひ

に
匂に
お

ふう  

伊い

万ま

里り

富ふ

士じ

　
　
　
　
　

去こ

ぞ年
の
禍ま
が

事ご
と  

あ
と
か
た
も
な
し

中
西　

信
行

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

萩は
ぎ

原は
ら　

豊
彦

し
み
じ
み
と  

偲し
の

ぶ
平へ
い

成せ
い  

去こ

年ぞ

今こ

年と
し

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
前
田
ヒ
サ
ノ
さ
ん

を
、
11
月
28
日
、
深
浦
弘
信
市

長
が
訪
問
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ヒ
サ
ノ
さ
ん
は
長
年
、
農
業

に
励
み
、
精
魂
込
め
て
米
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

仕
事
柄
、
食
べ
物
に
は
こ
だ
わ

り
が
あ
り
、
自
然
の
も
の
を
好

ん
で
食
べ
る
こ
と
が
長
生
き
の

秘ひ

訣け
つ

で
あ
る
と
か
。
現
在
は
利

用
す
る
施
設
で
、
犬
と
触
れ
合
っ

た
り
、
塗
り
絵
や
計
算
ド
リ
ル

を
し
た
り
し
て
過
ご
す
こ
と
が

楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
を
と
て
も
楽
し
み
に

指
折
り
数
え
て
い
た
と
い
う

ヒ
サ
ノ
さ
ん
。
親
戚
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
、

盛
大
な
祝
い
の
宴
が
開
か
れ
て

い
ま
し
た
。
今
の
気
持
ち
を
聞

か
れ
る
と
、「
嬉
し
く
て
言
葉
が

出
ま
せ
ん
」
と
目
を
潤
ま
せ
な

が
ら
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

前
田  

ヒ
サ
ノ 

さ
ん

（
南
波
多
町
小
麦
原
）
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ほ が ら か ペ ー ジ

『ヤングウォーカー』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。広報係（☎㉓４３１３）

市は、事業所や市民の皆さんと協働で、仕事と、子育て・介護や地域活動などの生活を両立させる『ワーク・ライフ・
バランス』を推進しています。このコーナーでは、市内の事業所が取り組んでいる働きやすい職場づくりを紹介します。

● 問合先　男女協働推進課男女協働推進係
（ 　☎㉓２１１５）

医療法人幸善会　前田病院

代表者　：理事長　前田　利朗
事業内容：医療
所在地　：立花町
従業員数：234 人（男性 55 人、女性 179 人）

広げよう 『ワーク・ライフ・バランス』

“心信真”〜安心と信頼の医療を真心こめて〜

私自身、３人の子どもの育児と診療
の両立に奮闘しています。社員が健
康であることが、患者様へのより良
い医療提供の第一歩！ポジティブな
考えで、失敗を恐れず、常にチャレ
ンジできる職場を目指しています。

副院長からひと言

前田　篤宏　副院長

伊万里ハーフマラソンに毎年出場。全員完走目
指しますので応援よろしくお願いします。

社 員 の 声
Worker 's  Vo ice

★メンタルケア面談を利用し、日頃の不
安や悩みを解消することができました。
互いの協力と思いやりが働きやすい職
場につながっています。（30 代女性）

★育児休暇後の仕事と育児の両立に不安
がありましたが、託児所利用と周囲の
理解・協力で、安心して働くことがで
きています。（20 代女性）

会社の取組

◎有給休暇・長期休暇の取得促進とスキルアップ支援
　仕事と生活の充実のため休暇や研修制度を整備。ス

ポーツ活動では社員間の親睦・連携が深まっています。
◎仕事と子育ての両立のため、託児所を設置
　緑豊かな病院の敷地内に『ほがらか園』を開設。子

どもたちの声が聞こえ、散歩風景を見かけることも。
◎社員の身心の健康管理を充実
　臨床心理士・産業カウンセラーの専門家を配置。気軽に

相談できる体制を整え、メンタルケアも重視しています。

ア ル バ ム

わが家の

　
わ
た
し
は
お
姉
ち
ゃ
ん
と
す
る

お
ま
ま
ご
と
や
塗
り
絵
を
し
て
遊

ぶ
の
が
大
好
き
♥
今
は
ま
っ
て
い

る
食
べ
物
は
焼
き
し
い
た
け
☆彡
お

ゆ
う
ぎ
会
で
ピ
ア
ニ
カ
を
練
習
し

て
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、

楽
し
く
て
家
で
も
弾
い
て
る
よ
♪

何
で
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
幸
夏

♬
こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大

き
く
な
っ
て
ね

★
仕
事
か
ら
疲

れ
て
帰
っ
て
き

て
も
、
そ
の
笑

顔
に
い
つ
も
癒

や
さ
れ
る
よ
♪

川原 幸
ゆき

夏
な

さん松本 楓 さん

◆ エヌ・ティ株式会社
（立花町）

◆ 平成 28 年４月入社

(20 歳・波多津町浦 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
総
務
部
で
事
務
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は

　
大
変
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
、
社
員
や

お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

◇
目
標
は

　
社
員
の
皆
さ
ん
を
少
し
で
も
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
す

◇
趣
味
　
音
楽
鑑
賞
・
ペ
ッ
ト
と

遊
ぶ
こ
と
で
す

◇
市
民
へ
一
言
　
地
域
へ
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

＊侑
ゆう

矢
や

・麻
あさ

美
み

さんの次女

＊東山代町長浜

(     )５歳
４か月
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ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

↑念願の優勝を果たした山代町チーム

第
65
回
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

１月の市民スポーツ

14 日（月・祝）
● 伊万里ハーフマラソン2019

　夢生橋・伊万里商業高校前（スタート

地点）〜市街地、伊万里湾周辺

　《各種目のスタート時刻》

　▷３㌔の部　：午前９時30分

　▷ハーフの部：午前10 時

　▷10 ㌔の部 ：午前10 時 30 分

20 日（日）
● 市卓球選手権大会

　午前９時開会　国見台体育館

27 日（日）
● 東西松浦駅伝大会

　午前 10 時スタート　有田町東出張

所〜伊万里市内〜唐津神社

総合
順位 町（地区）名 記　録 区間賞 氏　名 記　録

優勝 山　代 3：37：22 １区（3.3 ㌔） 松尾  茂信（立 花） 11：36

２位 立　花 3：37：44 ２区（4.6 ㌔） 松尾  高広（大 坪） 16：47

３位 黒　川 3：39：15 ３区（5.3 ㌔） 加川  英文（南波多） 17：30

４位 二　里 3：40：39 ４区（1.7 ㌔） 中尾  真依（二 里） 06：05

５位 大　坪 3：42：03 ５区（6.0 ㌔） 中尾  浩司（二 里） 20：14

６位 大　川 3：46：00 ６区（6.6 ㌔） 北村  弘樹（立 花） 22：16

７位 東山代 3：46：39 ７区（4.9 ㌔） 杉本  賢治（大 川） 18：38

８位 伊万里 3：48：10 ８区（7.7 ㌔） 古賀  隆徳（山 代） 25：11

９位 松　浦 3：50：18 ９区（7.1 ㌔） 山口  翔馬（伊万里）22：33

10位 牧　島 3：51：23 10区（5.6 ㌔） 佐々木隆文（二 里） 18：38

11位 大川内 3：52：14 11区（4.9 ㌔） 山口     剛（山 代） 18：24

12位 南波多 3：57：15 12区（2.6 ㌔） 執行隆之介（東山代）08：24

13位 波多津 3：59：48 躍進賞 牧島（前大会から14分52秒短縮）

※記録の赤字は新記録大 会 成 績

↑兄妹リレーでともに
区間賞を獲得した
二里町 4 区・中尾
真依選手（右）と５
区・中尾浩司選手

大坪少年サッカークラブ
県大会で連続入賞

◆第 25 回九州ジュニア U-11
サッカー大会佐賀県予選（12 月９日）

　【第３位】

　
11
月
25
日
、
市
内
13
町
・
地
区

の
代
表
選
手
た
ち
が
全
12
区
間
、

60
・
３
㌔
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競

う
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
８
時
45
分
、
浦
ノ
崎
駅
前

を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
レ
ー
ス
は

後
半
に
入
っ
て
も
熾し

烈れ
つ

な
デ
ッ
ド

ヒ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
９
区

終
了
時
点
で
首
位
の
立
花
地
区
と

４
位
の
山
代
町
の
タ
イ
ム
差
は
わ

ず
か
25
秒
と
拮き
っ

抗こ
う

す
る
展
開
に
な

り
ま
し
た
。
山
代
町
の
11
区
・
山
口

剛
選
手
が
区
間
賞
の
走
り
を
見
せ

首
位
に
立
つ
と
、
続
く
12
区
・
小

島
宗
慈
選
手
も
渾こ
ん

身し
ん

の
走
り
で
逃

げ
切
り
、
６
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

◆第 42 回全日本 U-12 サッカー
選手権大会（11 月 25 日）

　【第３位】※九州大会へ出場しました
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平成30 年度 市体育協会
体育功労者表彰・スポーツ賞

県民体育大会功労賞

《体育功労者表彰》
◇松尾　洋之（牧島体育協会）
◇川原　善行（大川内町体育協会）
◇原　　辰美（大川内町体育協会）
◇平山　俊光（南波多町体育協会）
◇仲尾　安喜（大川町体育協会）
◇松元　麻理（市バレーボール協会）
◇草川　重雄（市グラウンド・ゴルフ協会）

《スポーツ賞》
◇柳本幸之介（水　泳）
◇寺川琉之介（水　泳）
◇岩永　吉平（水　泳）
◇立川　晴太（水　泳）
◇森近　まの（水　泳）
◇百田　絢美（水　泳）
◇古賀　勇馬（カヌー）
◇中尾　真依（陸　上）
◇伊万里ジュニアバレーボールクラブ男子
◇伊万里農林高等学校カヌー部男子
◇敬徳高等学校剣道部男子
◇敬徳高等学校卓球部男子
◇敬徳高等学校剣道部女子

《県民体育大会功労賞》
◇仁戸田匡史（水泳 25㍍男子自由形）
◇宮地耕太郎（水泳 25㍍男子背泳ぎ）
◇江頭仙太郎（水泳 25㍍男子背泳ぎ）
◇尾崎　隆之（陸上 男子砲丸投）
◇松本　華奈（陸上 女子 100 ㍍）
◇伊万里Ａ（陸上 一般女子400㍍リレー）
◇バレーボール一般男子（市の部）

インフォメーションス ポ ー ツ

↑スポーツ賞を受賞した敬徳高等学校剣道部
男子は、全国高等学校剣道選抜大会（平成
30 年３月開催）で３位入賞

↑女子駅伝で優勝
した伊万里三香
クラブＡ

　
平
成
30
年
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ

ト
会
議
で
、
九
州
共
立
大
学
の

久
保
拓
眞
投
手
（
大
坪
町
出
身
）
が
東

京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
か
ら
指
名

さ
れ
、
入
団
が
決
定
し
ま
し
た
。
11

月
16
日
、
表
敬
の
た
め
市
役
所
を
訪

れ
た
久
保
投
手
は
、
深
浦
弘
信
市
長

に
「
ま
っ
す
ぐ
と
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
武
器
に
早
く
一

軍
に
上
が
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

握手を交わす百武選手
（右）と深浦市長

深浦市長にサインボール
を贈った久保投手（左）

久
保
拓
眞
投
手
を
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
が
指
名

市のスポーツ振興に顕著な功績があった人
に贈る『体育功労者表彰』、『スポーツ賞』、

『県民体育大会功労賞』の表彰式が、11 月
25 日、市役所でありました。受賞者は次
のとおりです。（順不同、敬称略）

名
村
カ
ッ
プ
２
０
１
８
伊
万
里
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

●

期
　
日
　
12
月
２
日

●

場
　
所
　
国
見
台
陸
上
競
技
場

●

参
加
数

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部  

２
３
４
人

　
駅
伝
の
部  

男
子
25
チ
ー
ム

　
　
　
　
　  

女
子
16
チ
ー
ム

◆
市
内
選
手
・
チ
ー
ム
の
上
位
成
績

（
３
位
以
内
）

【
男
子
の
部
】

◆
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
１
〜
３
年

▽
１
位
　
相
良 

斗
真
　
６
分
02
秒

牧
島
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

▽
２
位
　
畑
元 

翔
輝
　
６
分
04
秒

南
波
多
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

◆
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
４
〜
６
年

▽
２
位
　
小
島 

史
哉
　
７
分
08
秒

ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
少
年
野
球

▽
３
位
　
杉
山   

慶
　
７
分
19
秒

ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
少
年
野
球

◆
駅
　
伝

▽
２
位
　
伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ
Ａ

36
分
26
秒

《
区
間
賞
》

▽
１
区
　
吉
村 

鴻
志
　
６
分
52
秒

　
伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ
Ａ

▽
６
区
　
住   

祐
希
　
５
分
43
秒

　
伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ
Ａ

【
女
子
の
部
】

◆
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
４
〜
６
年

▽
３
位
　
藤
瀬 

月
希
　
８
分
12
秒

伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ

◆
駅
　
伝

▽
１
位
　
伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ
Ａ

23
分
04
秒

▽
３
位
　
伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ
Ｂ

24
分
40
秒

《
区
間
賞
》

▽
１
区
　
津
山 

結
衣
　
５
分
42
秒

　
伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ
Ａ

▽
５
区
　
馬
﨑 

望
喜
　
４
分
11
秒

　
伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ
Ａ

　
11
月
18
日
に
大
分
県
で
開
催
さ

れ
た
、
第
38
回
大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
大
会
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

で
、
百
武
強
士
選
手
（
松
浦
町
）

が
初
優
勝
し
、
11
月
30
日
、
市
役

所
で
深
浦
弘
信
市
長
に
喜
び
を
報

告
し
ま
し
た
。
百
武
選
手
は
、「
ぜ

ひ
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
も

車
い
す
の
部
を
設
け
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

百
武
強
士
選
手
が
国
際

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
法
行
城
跡

　
伊
万
里
の
城
館
跡
シ
リ
ー
ズ
⑤

　
整
備
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、

市
内
の
城
跡
と
し
て
は
比
較
的

容
易
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
北
西
側
の
市
道
か
ら
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
道
が
主

郭
の
あ
る
頂
上
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。

　
法ほ

う

行
ぎ
ょ
う

城
跡
は
、
波
多
津
町
板

木
字
長
田
の
丘
陵
上
に
立
地
す

る
城
跡
で
す
。
丘
陵
頂
上
の
主し

ゅ

郭か
く

（
主
要
な
曲く

る

輪わ

）
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
平
坦
部
は
、
公
園
整

備
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
て
い
る

た
め
、
元
の
城
と
し
て
の
状
況

は
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
周
辺
に
段
地
形
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
丘
陵

頂
上
か
ら
南
東
に
延
び
る
尾
根

上
に
も
複
数
の
曲
輪
が
配
置
さ

れ
、
丘
陵
か
ら
の
接
続
部
分
に

は
堀ほ

り

切き
り

状
の
谷
地
形
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
法
行
城
に
関
す
る
当
時
の
史

料
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

後
世
の
史
料
に
よ
れ
ば
『
古こ

家が

周す
お
う
の
か
み

防
守
』
が
創
建
し
、『
久く

家が

玄げ
ん

番ば

』
が
居
城
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
久
家
氏
が
実
在
し

て
い
た
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
法
行
城
と
の
関
連

性
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

↑法行城跡 丘陵頂部の石碑

　『
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ

ス
』
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
１
９
８
０
年
代

の
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
概
念
で

『
政
治
的
・
社
会
的
に
公
正
・
中
立

で
、
偏
見
や
差
別
性
が
含
ま
れ
て

い
な
い
言
葉
』
の
こ
と
で
す
。

　
近
年
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
あ
い
さ
つ
に
『
ハ
ッ
ピ
ー
・

ホ
リ
デ
ー
』
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
メ

リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
』
は
キ
リ
ス

ト
の
誕
生
を
祝
う
意
味
の
言
葉
な

の
で
、
ほ
か
の
宗
教
を
信
仰
す
る

人
た
ち
へ
の
配
慮
が
背
景
に
あ
る

よ
う
で
す
。

　
ほ
か
に
も
『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
』

と
い
う
言
葉
が
『
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
』
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
マ

ン
は
男
性
を
意
味
す
る
の
に
対

し
、
パ
ー
ソ
ン
は
人
を
意
味
し
ま

す
。
仕
事
を
す
る
の
は
男
性
だ
け

で
は
な
い
と
い
う
当
た
り
前
の
考

え
方
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
日
本
で
も
『
看
護
婦
』
が
『
看

護
師
』
に
、『
保
母
』
や
『
保
父
』

が
『
保
育
士
』
に
改
め
ら
れ
た
よ

う
に
、
国
は
違
っ
て
も
考
え
方
は

同
じ
で
す
。

　
さ
て
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
、

言
葉
の
こ
と
を
『
言
霊
（
こ
と
だ

ま
）』
と
呼
ん
で
大
切
に
し
て
き

ま
し
た
。
言
葉
に
は
人
生
を
左
右

す
る
大
き
な
力
が
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
の
で
す
。
例
え
ば
、
う
れ
し

く
て
心
が
温
か
く
な
っ
た
り
、
悲

し
く
て
凍
り
つ
き
そ
う
に
な
っ
た

り
、
た
っ
た
一
言
で
そ
ん
な
気
持

ち
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。
き
っ
と
言
葉
は
、体
温
を
伴
っ

て
私
た
ち
の
心
に
届
く
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
人
の
心
の
温
度
を
測

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、

相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
こ
と

で
、
自
分
が
語
ろ
う
と
す
る
言
葉

の
体
温
を
感
じ
と
る
こ
と
は
で
き

る
は
ず
で
す
。

　「
い
つ
も
心
に
、
言
葉
の
体
温
計

を
持
ち
ま
し
ょ
う
」。
ポ
リ
テ
ィ
カ

ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
が
教
え
て
く

れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

言
葉
の
体
温
計 こ

の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２３8
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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

i n f o r m a t i o n

関
係
な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
に
、
特

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
本
市
は
、
１
９
８
７
年
か
ら
の

大
連
市
と
の
友
好
交
流
事
業
の
一

環
と
し
て
、
公
務
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　
19
人
目
の
大
連
市
公
務
研
修
生

と
な
る
陳ち

ん

瑩え
い

さ
ん
が
、
平
成
30
年

12
月
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。
11
月

ま
で
の
１
年
間
、
市
役
所
内
で
の

一
般
的
な
行
政
研
修
の
ほ
か
、
語

学
教
室
の
講
師
や
市
民
と
の
交
流

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
陳
さ
ん
は
、
大
連
外
国
語
大
学

で
日
本
語
を
専
攻
し
た
と
い
う
日

本
好
き
。
中
国
国
際
貿
易
促
進
委

員
会
に
籍
を
置
き
、
通
訳
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
柄
か
、

国
際
交
流
や
経
済
・
貿
易
、
港
湾

大
連
市
公
務
研
修
生 

陳 

瑩 

さ
ん
が
着
任

↑第 19 期大連市公務
　研修生の陳瑩さん

役
所
を
訪
れ
、
深
浦
弘
信
市
長
に

受
賞
を
報
告
。
市
丸
さ
ん
は
、「
最

新
式
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
鶏
舎
に

よ
る
生
産
性
向
上
や
、
女
性
が
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
養
鶏
や
精
肉
、
花
苗
生
産
、
直

売
な
ど
に
取
り
組
み
、
６
次
産
業

化
や
多
角
経
営
を
行
う
波
多
津
町

の
株
式
会
社
百
姓
屋
が
、
全
国
優

良
畜
産
経
営
管
理
技
術
発
表
会
で

最
優
秀
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

公
益
社
団
法
人
中
央
畜
産
会
が
、

優
秀
な
畜
産
経
営
者
な
ど
を
表

彰
し
よ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
養
鶏
農
家
が
受
賞
す
る
の
は

県
内
で
初
め
て
で
す
。

　
12
月
７
日
、
代
表
取
締
役
社
長

の
市
丸
道
雄
さ
ん
ら
関
係
者
が
市

百
姓
屋
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

↑深浦市長（右）に受賞を報
告した市丸社長（左）ら

　
ま
た
、
12
月
19
日
に
は
、
名
村

情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
と
の
立

地
協
定
の
締
結
式
が
、
同
じ
く
市

役
所
で
あ
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
黒
川
町
に
本
社
を
置

き
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

シ
ス
テ
ム
開
発
需
要
の
増
加
へ
の

対
応
や
企
画
・
営
業
部
門
の
強
化

な
ど
の
た
め
、
バ
ン
リ
ビ
ル
に
新

た
な
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
同
社
の
布ふ

田た

敬
三

代
表
取
締
役
は
、「
受
注
拡
大
へ
の

対
応
と
と
も
に
、
地
元
従
業
員
の

採
用
に
も
力
を
入
れ
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　
深
浦
市
長
は
、「
２
月
に
操
業
開

始
と
の
こ
と
で
、
バ
ン
リ
ビ
ル
に

最
初
の
明
か
り
が
と
も
る
。
将
来

へ
の
明
る
い
光
と
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
東
京
に
本
社
を
置
き
、
シ
ス
テ

ム
開
発
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
手
が
け
る
株
式
会
社
Ｉ
Ａ
Ｃ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
、
本
市
に

進
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
12
月
10

日
、
市
役
所
で
進
出
協
定
の
締
結

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
深
浦
弘
信
市
長
と
協
定
書
を
取

り
交
わ
し
た
同
社
の
木
村
邦
裕
代

表
取
締
役
は
、「
優
秀
な
人
材
が
他

の
地
域
や
業
界
に
流
出
す
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
。
地
元
高
卒
者
や

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
の
受
け

皿
に
な
れ
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
立
花
町
の
市
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
拠
点
オ
フ
ィ
ス
（
バ
ン
リ
ビ

ル
）
に
入
居
し
、
４
月
に
操
業
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。
従
業
員
の

新
規
採
用
の
た
め
、
早
速
、
１
月

25
日
・
26
日
に
会
社
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

２
企
業
が
相
次
い
で
本
市
に
進
出
・
立
地

↑進出協定書を交わした木村代表取
締役（左）と深浦市長

↑がっちりと握手する布田代表取締
役（左）と深浦市長

15 2019.1広報伊万里



インフォメーション

１．人件費の状況                                           （平成29 年度普通会計決算額）

住民基本台帳人口
Ｈ30.3.31現在 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
28年度の
人 件 費 率

人 千円 千円 千円 ％ ％
55,313 27,142,111 280,107 3,657,554 13.5 14.1

※人件費には、特別職の職員（市長や市議会
議員、駐在員、各種委員など）の給与（給料
および手当）や報酬を含みます。

※普通会計とは、一般会計と、特別会計のうち
市営駐車場特別会計を合わせたものです。

４．職員の初任給（給料）の状況　
 （平成30 年４月１日現在）

区　分 伊万里市 国

一般行政職
大学卒

円 円
169,000 179,200

高校卒 147,100 147,100

技能労務職 高校卒 142,500 144,500

５．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況
（平成30 年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒

円 円 円
245,367 300,320 346,650

高校卒 216,700 275,400 335,700

技能労務職 高校卒 208,700 241,700 268,300

２．職員給与費の状況                                                （平成29 年度普通会計決算額）

職員数
（Ａ）

職　員　給　与　費 １人当たり
平均給与額

（Ｂ）／（Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人 千円 千円 千円 千円 千円
398 1,464,597 251,856 567,420 2,283,873 5,738

※職員数は、一般職の職員（特別職
の職員以外）の人数です。

※職員手当は、退職手当を除いた額
です。

３．職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成30 年４月１日現在）

区　分
伊万里市（平均） 国（平均）

給料月額 年齢 給料月額 年齢

一般行政職
円 歳 円 歳

319,751 41.8 329,845 43.5

技能労務職 353,770 50.1 286,817 50.7

※一般行政職とは、一般職のうち、税務職や福祉職、
保健職、教育職、企業職を除く職員です。

※国の数値は、『国家公務員給与等実態調査』（人事院）
によるものです。

６．職員手当の状況
①期末・勤勉手当

（平成30 年４月１日現在）

区分 期末手当 勤勉手当

市
6月期

月分 月分
1.225 0.900

12月期 1.375 0.900
合  計 2.600 1.800

国
6月期 1.225 0.900

12月期 1.375 0.900
合  計 2.600 1.800

※職制上の段階や職務の級などによ
る加算措置があります。

市職員の給与は、地方公務員法に基づき、国家公務員やほかの地方
公共団体の職員給与との均衡などを考慮して条例で定めています。
市職員給与の現状と人事行政運営などの状況をお知らせします。

● 問合先　総務課職員係（　 ☎㉓２１２７）

③時間外勤務手当

区　分 支給総額 職員１人当たり
の平均支給月額

平成28 年度
円 円

126,352,523 26,861

平成29 年度 137,035,184 28,692

７．特別職の報酬の状況                         （平成30 年４月１日現在）

区　分 給　料 報　酬
期末手当

6月期 12月期 合 計

市　長
円 円 月分 月分 月分

946,000

1.575 1.725 3.300

副市長 755,000

議　長 486,000

副議長 435,000

議　員 407,000

伊万里市職員給与の現状

②退職手当
（平成30 年４月１日現在）

区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35 年 最高限度額
定年前

早期退職
特別措置

1 人あたり
平均支給額

（平成29 年度）

自己
都合

市
月分 月分 月分 月分 % 千円

19.6695 28.0395 39.7575 47.709
2 〜 20 —

国 2 〜 45 —

勧奨・
定年

市
24.586875 33.27075 47.709 47.709

2 〜 20 15,389

国 2 〜 45 —
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インフォメーションインフォメーション

１．職員の競争試験の状況                       （平成29 年度）

区　分 申込者数 受験者数
（Ａ）

最終合格
者数（Ｂ）

競争率
（Ａ）／（Ｂ）

一般事務Ａ 人 人 人 倍
71 69 9 7.7

一般事務Ｂ 1 1 0 —
保　育　士 5 4 0 —
土　　　木 8 8 0 —
建　築　Ａ 2 2 2 1.0
建　築　Ｂ 2 2 0 —
保　健　師 5 3 3 1.0

※最終合格者のうち 12 人は、平成30 年4月1日付けで採用。

２．職員の任免（異動、採用、退職など）の状況
①異動者数                                       （平成29年度）

区　分 男 性 女 性 合 計

部 長 級
昇　任

人 人 人
2 0 2

その他 4 0 4

課 長 級
昇　任 5 1 6
その他 7 0 7

副課長級
昇　任 5 2 7
その他 12 6 18

係 長 級
昇　任 15 11 26
その他 31 17 48

一般職級
昇　任 — — —

その他 31 20 51

合　計
昇　任 27 14 41
その他 85 43 128

②採用者数         （平成29年度）
区　分 男性 女性 合計

一 般 事 務 人 人 人
9 5 14

保　育　士 0 2 2
社会福祉士 0 1 1
土　　　木 2 0 2
保　健　師 0 1 1
管理栄養士 0 1 1

合　計 11 10 21

③退職者数         （平成29年度）
区　分 男性 女性 合計

定年退職 人 人 人
6 4 10

勧奨退職 1 0 1
普通退職 2 3 5
分限免職 1 0 1
合　計 10 7 17

人事行政運営などの状況

※市職員給与の現状と人事行政運営などの状況の一部を掲載しています。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

②年次有給休暇の取得状況                        （平成29 年）
総付与日数

（Ａ）
総取得日数

（Ｂ）
対象職員数

（Ｃ）
平均取得日数
（Ｂ）／（Ｃ）

取得率
（Ｂ）／（Ａ）

日 日 人 日 ％
16,741 4,384 455 9.63 26.19

３．職員の時間外勤務、休暇などの状況
①時間外勤務・休日勤務の状況                  （平成29 年度）

総時間数 職員１人当たりの
勤務平均時間数

時間 時間
73,549 179.0

③育児休業の状況                                      （平成29 年度）
区　分 男　性 女　性 合　計

承認件数 件 件 件
0 7 7

期間延長の承認件数 0 0 0

４．職員の分限・懲戒処分の状況
①分限処分                                                （平成29 年度）

区　分 降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くない場合 人 人 人 人 人
0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 1 6 0 7
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0
合　計 0 1 6 0 7

②懲戒処分　該当なし（平成29 年度）

５．職員の研修および人事評価の状況
①研修の状況                                           （平成29 年度）

内　容 件数

階層別研修 新規採用職員、新任係長、新任課長、
監督者など

人
63

実務研修 税務、公会計、財務、道路構造物、契
約など 292

課題研修 政策形成、マネジメント、民間企業
体験など 85

派遣研修 自治大学校、県、市町村アカデミー
など 7

接遇研修 組織接遇力向上、新採職員接遇実践
など 45

同和問題研修 同和問題講演会、職員同和問題研修
など 695

その他研修 市町村行政講演会、交通安全講習会 412
合　計 1,599６．職員の福利厚生の状況（平成29 年度）

　　地方公務員法第 42条の規定に基づき、職員の保健
および福利厚生の増進を目的として、伊万里市職員
共済会が設置されています。

▷市職員共済会に対する公費負担額　2,270,700 円

②人事評価の状況（平成29 年度）
　（回数）１回 ／ （時期）１月 ／（対象者）426 人

８．退職者の再就職の状況                                       （平成29 年度末退職者）

退職時の
役職

市再任用・嘱託職員 一部事務組合など 公益法人など 民間企業 合　計

男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性

部長級 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
4 0 0 0 0 0 0 0 4 0

課長級 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
副課長級 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3
係長級 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

一般職級 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
合　計 6 4 0 0 0 0 1 0 7 4

７．職員の勤務条件に関する措置
要求、不利益処分に関する不
服申立てなどの利益の保護の
状況                  （平成29年度）

①勤務条件に関する措置の要求の
　状況　該当なし
②不利益処分に関する不服申し立て
　の状況　該当なし
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インフォメーション

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆意見提出をお願いする資料

⑴伊万里市税条例改正（案）および伊万里市税徴

収等の特例に関する条例改正（案）

⑵第６次伊万里市総合計画（案）

◆意見募集期間

⑴ 1 月４日（金）〜 28 日（月）

⑵ 1 月９日（水）〜２月１日（金）

◆案の公表場所・入手先

①情報広報課市民サービス係、または次の課

　⑴税務課

　⑵企画政策課

②各町（地区）公民館または市民図書館

③市ホームページ  http://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法

　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。

①メール

　⑴ zeimu@city.imari.lg.jp

　⑵ kikaku@city.imari.lg.jp

②郵　便

　⑴〒 848-8501

　　伊万里市立花町1355番地１

　　伊万里市役所　税務課

　⑵〒 848-8501

　　伊万里市立花町1355番地１

　　伊万里市役所　企画政策課

③直接提出　案の公表場所・入手先①または ②

④ファックス

　⑴ ㉓１４７２

　⑵ ㉒７２１３

◆問合先

　⑴税務課収納対策室（　 ☎㉓２１５２）

　⑵企画政策課企画係（　 ☎㉓２１２４）

パブリックコメント案内

　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
に
在
籍

す
る
児
童
・
生
徒
が
い
る
世
帯
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
就
学

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●

援
助
内
容
　
給
食
費
・
学
用
品

費
の
一
部
、
修
学
旅
行
費
、
虫

歯
の
治
療
費
な
ど

●

入
学
前
支
給
　
新
入
学
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル

や
制
服
の
購
入
費
用
な
ど
、
就

学
に
際
し
て
の
費
用
の
一
部

を
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、
入

学
前
に
支
給
し
ま
す
。

※
援
助
を
受
け
る
に
は
、
準
要
保

護
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
入
学
前
の
支
給
を
希
望
す
る
人

は
、
１
月
末
ま
で
に
申
請
書
を

入
学
予
定
の
学
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
期
限
後
に
提
出
さ

れ
た
場
合
は
、
入
学
後
の
支
給

と
な
り
ま
す
。

●

問
合
先

▽
手
続
き
に
つ
い
て

　
各
小
・
中
学
校

▽
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
５
）

新
入
学
学
用
品
を

入
学
前
に
支
給
し
ま
す

　
市
は
、市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
と
固
定
資
産
税
を
対
象
と
し
て
、

第
１
期
の
納
期
限
ま
で
に
全
期
分
を
一
括
納
付
し
た
人
に
前
納
報

奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
税
収
の
早
期
確
保
や

納
税
意
識
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
た
現
在
は
、
納
付
の
利
便
性
が
向
上
し
、
納

税
意
識
も
向
上
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
の
限
ら
れ
た
財

源
を
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
多
方
面
に
活
用
す
べ
き
と
の
考
え
か

ら
、
制
度
の
廃
止
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑴ 

伊
万
里
市
税
条
例
改
正
（
案
）
お
よ
び

伊
万
里
市
税
徴
収
等
の
特
例
に
関
す
る
条

例
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

⑵ 

第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　
市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
長
期
的
な
展
望
を
示
す
計
画
と
し
て
、
第
６
次
伊
万
里

市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
計
画
期
間
は
、
平
成
31
年
度
か
ら

の
８
年
間
で
、
現
在
、
全
国
の
自
治
体
に
共
通
し
た
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
市
と

市
民
と
の
協
働
や
市
民
ど
う
し
の
助
け
合
い
を
進
め
る
こ
と
で
、

市
民
が
生
き
生
き
と
地
域
や
職
場
、
家
庭
な
ど
で
活
躍
で
き
、
幸

福
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
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インフォメーション

固
定
資
産
税
に
関
す
る

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　
償
却
資
産
を
市
内
に
所
有
し
て

い
る
人
は
、
１
月
31
日
（
木
）
ま
で

に
税
務
課
固
定
資
産
税
係
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
税
の

確
定
申
告
と
は
別
に
申
告
が
必
要

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
償
却
資
産
と
は
　

　
事
業
に
使
用
し
て
い
る
資
産

で
、
土
地
と
家
屋
以
外
の
資
産

（
建
物
付
属
設
備
や
構
築
物
、
機

械
、
工
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
）

の
こ
と
で
す
。

※
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
で

あ
っ
て
も
、
一
定
の
要
件
を
備

え
た
場
合
は
事
業
用
の
資
産
と

み
な
さ
れ
、
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◆
注
意
点
　

　
次
の
資
産
に
つ
い
て
は
、
申
告

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

⑴
無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
特
許
権
な
ど
）

⑵
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
と
な
る
も
の

⑶
繰
延
資
産
な
ど
（
開
業
費
、
加

入
金
な
ど
）

※
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

る
乗
用
の
小
型
特
殊
自
動
車
な

ど
（
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、

モ
ア
、
Ｓ
Ｓ
、
運
搬
車
、
ト
ラ

ク
タ
ー
、
小
型
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
な
ど
）
は
、
軽
自
動
車
の
登

録
を
し
て
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
私
有
地
内
だ
け
で
の

使
用
で
、
公
道
を
走
ら
な
い
場

合
で
も
、
標
識
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）・

法
人
番
号
の
記
載

　
申
告
書
に
は
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）ま
た
は
法
人
番
号
の

記
載
が
必
要
で
す
。

◆
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て
は

地
方
税
の
総
合
窓
口
『
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ(

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）』
に
よ

る
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.elta

x.jp
/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
償
却
資
産
に
つ
い
て

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

緊急速報メールを配信しますふれあい障害者文化祭

　２月２日（土）に実施する県原子力防災訓練に

おいて、訓練用の『緊急速報メール』（エリアメー

ル）を市内の携帯電話に配信します。また、防災

行政無線でも放送します。

※緊急速報メールとは、対象地域内にある携帯電

話に、災害情報などを無料で配信するサービス

のことです。

◇緊急速報メール
● 配信時間帯　午前９時 10 分ごろ

※ＮＴＴドコモ、ソフトバンク（Ｙ！ｍｏｂｉｌｅ

を含む）、ａｕの携帯電話に１回配信します。
● 注意事項

▷着信音が鳴りますので、不都合な場合はこの時

間帯は電源を切ってください。

▷機種によってはサービスの全部または一部を利

用できない場合があります。受信可能機種や設

定方法などについては、携帯電話会社に問い合

わせてください。

◇防災行政無線
● 放送時間帯・放送範囲

▷午前９時 10 分ごろ　市内全域

▷午前 10 時 20 分ごろ　大川町

※各 1 回放送します。

● 問合先　防災危機管理課（　☎㉓２１３０）

［作品展］
● 期　間　１月 26 日（土）〜 28 日（月）

※午前 10 時〜午後５時（ただし 28 日は午後 3

時で終了）
● 場　所　市民センター
● 内　容　絵画、手芸品、工芸品などの展示

［式　典］
● 日　時　１月 27 日（日）

　　　　　午後０時 30 分〜４時 30 分
● 場　所　市民センター
● 内　容

　作品展の表彰式、体験発表、ふれあいコンサート

※いずれも入場は無料です。

● 問合先

▷作品展について

　伊万里・有田障害者生活支援センター

　（☎㉓３５１２）

▷式典について

　福祉課社会福祉係（　☎㉓２１５６）
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暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

子育て支援センターに
遊びにきませんか

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
★お誕生会（要申込）１月生まれの
乳幼児とその保護者
▷日　時　１月 16 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜正午
▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
★依頼会員を募集（ファミリーサポート）
　子どもをみてくれる人がいなくて困っ
ていませんか。市子育てファミリーサポー
トセンターでは、保育園や留守家庭児童
クラブへの子どものお迎えなどを依頼し
たい人を募集しています。気軽に相談し
てください。
◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

　
４
月
か
ら
、
留
守
家
庭
児
童
ク

ラ
ブ
の
開
所
時
間
を
、
午
後
７
時

ま
で
延
長
し
ま
す
。
午
後
６
時
か

ら
７
時
ま
で
の
延
長
利
用
に
つ
い

て
は
、
１
日
あ
た
り
１
０
０
円
の

利
用
料
が
必
要
で
す
。
延
長
利
用

料
は
、
月
ご
と
の
利
用
日
数
に
応

じ
、
翌
月
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
開
所
の
時
間
は
、
午
後

２
時
か
ら
に
変
更
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
教
育
総
務
課
留
守
家

庭
児
童
ク
ラ
ブ
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
５
）

●

県
議
会
議
員
選
挙
期
日

　
４
月
７
日
（
日
）

●

市
議
会
議
員
選
挙
期
日

　
４
月
21
日
（
日
）

▽
市
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
届
出

事
務
説
明
会

　
日
　
時
　
１
月
30
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分

　
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

問
合
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
　
☎
㉓
２
０
２
７
）

《
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
》

　
水
道
管
に
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布
な

ど
を
巻
き
、そ
の
上
を
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
で
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

《
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
》

　
水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か

け
て
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

《
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
》

　
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
元

栓
を
閉
め
、
市
水
道
部
か
市
指
定
水

道
工
事
店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
水
道
部
管
理
課
営
業

　
係
（
　
☎
㉓
５
４
０
０
）

●

市
指
定
水
道
工
事
店
に
関
す
る

問
合
先
　
伊
万
里
市
管
工
事
協

同
組
合
（
☎
㉒
５
３
３
３
）

●

受
付
内
容

　
い
じ
め
や
暴
行
、
差
別
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
な
ど

の
人
権
問
題

●

期
日
・
場
所
・
担
当

▽
１
月
16
日
（
水
）
東
山
代
公
民
館

　
人
権
擁
護
委
員

　
　
山
本
　
和
良
さ
ん

　
　
武
藤
　
勝
治
さ
ん

▽
１
月
30
日
（
水
）  

二
里
公
民
館

　
人
権
擁
護
委
員

　
　
福
園
　
理
恵
子
さ
ん

　
　
池
田
　
美
恵
子
さ
ん

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
九
州
電
力
株
式
会
社
が
、
電
気

の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
省

エ
ネ
や
オ
ー
ル
電
化
の
こ
と
な
ど
、

電
気
に
関
す
る
相
談
事
が
あ
っ
た

ら
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
１
月
９
日
（
水
）・
23
日
（
水
）・

２
月
６
日
（
水
）・
20
日
（
水
）・

３
月
６
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
を
除
く
）

●

場
　
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

●

問
合
先

　
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

お
知
ら
せ

電
気
の
相
談
窓
口
を
開
設

統

一

地

方

選

挙

留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
の

終
了
時
間
を
延
長

無
料
特
設
人
権
相
談

『伊万里市人権教育・啓発に関す
る基本方針』改訂（案）に対する
意見募集の結果、意見の提出はあ
りませんでした。
● 問合先
　人権・同和対策課人権・同和対

策係（　 ☎㉓２１９０）

パブリックコメントの結果

水
道
の
冬
支
度
は

済
ん
で
い
ま
す
か
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暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

●

募
集
人
数
　
１
人

●

応
募
資
格
　
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
が
50
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人
で
、
平
成
31
年
１

月
１
日
現
在
、
市
内
ま
た
は
有

田
町
内
に
居
住
（
住
民
登
録
）

し
て
い
る
人

※
採
用
条
件
と
し
て
引
き
続
き
居

住
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

●

任
用
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
１

年
間
（
更
新
す
る
場
合
あ
り
）

●

勤
務
条
件

▽
報
　
酬

　
月
額
18
万
７
１
０
０
円
（
１
月

現
在
の
額
。
社
会
保
険
あ
り
。

通
勤
手
当
な
ど
の
諸
手
当
な
し
）

▽
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
週
５
日
勤
務
。

施
設
の
利
用
状
況
に
よ
り
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
が
勤
務
日
の
場

合
あ
り
）

●

応
募
方
法
　
申
込
書
兼
履
歴
書

と
小
論
文
を
提
出

※
詳
細
は
募
集
要
項
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
伊
万

里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合
、
環

境
課
お
よ
び
有
田
町
住
民
環
境

課
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

本
市
ま
た
は
有
田
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●

問
合
先

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合

（
　
☎
㉓
７
１
７
０
）

　
県
立
伊
万
里
特
別
支
援
学
校
の

中
学
部
と
高
等
部
の
生
徒
が
、
作

業
学
習
で
作
っ
た
製
品
を
販
売
し

ま
す
。

●

日
　
時

▽
中
学
部

　
１
月
31
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
～午

後
３
時
30
分

▽
高
等
部

　
２
月
19
日
（
火
）、
20
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

●

場
　
所

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
武
雄
（
武
雄
市
）

●

内
　
容

　
布
製
品
や
木
工
製
品
、
野
菜
、

焼
き
物
、
紙
製
品
な
ど
手
作
り

製
品
の
販
売

●

問
合
先

　
県
立
伊
万
里
特
別
支
援
学
校

　（
☎
㉓
８
５
５
４
）

●

職
　
種
　
火
葬
場
長
（
非
常
勤

嘱
託
職
員
）

●

職
務
内
容
　
火
葬
場
施
設
の
管

理
や
火
葬
業
務
の
監
督
な
ど

▽
早
く
解
決
で
き
る

▽
秘
密
が
守
ら
れ
る

▽
判
決
と
同
じ
効
果

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
裁
判
所

（
☎
０
９
５
２
㊳
５
６
０
４
）

●

日
　
時
　
２
月
16
日
（
土
）

午
前
11
時
～
午
後
４
時

●

場
　
所
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
‐
４
‐

２ 

エ
ル
ガ
ー
ラ
８
階
）

●

対
　
象
　
高
校
生
以
上

●

内
　
容
　
各
大
学
、
大
学
院
、

　
短
期
大
学
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
の
直
接
相
談

※
参
加
者
に
は
、
大
学
通
信
教
育

の
概
要
や
学
習
方
法
な
ど
が
記

載
さ
れ
た
小
冊
子
『
大
学
通
信

教
育
ガ
イ
ド
』
を
配
布
し
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
入
場

無
料
で
す
。
ま
た
、
入
退
場
は

自
由
で
す
。

●

問
合
先
　
公
益
財
団
法
人
私
立

大
学
通
信
教
育
協
会

　（
☎
０
３
‐
３
８
１
８
‐
３
８
７
０
）

《
伊
万
里
会
場
》

●

日
　
時
　
２
月
16
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

受
付
内
容
（
予
約
不
要
）

　
不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
贈
与

や
会
社
設
立
・
役
員
変
更
な
ど

の
登
記
、
供
託
、
債
務
整
理
、

成
年
後
見
、
遺
言
、
各
種
裁
判

手
続
な
ど

●

相
談
料
　
無
　
料

※
当
日
は
電
話
無
料
相
談
も
実
施

【
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

０
９
５
２
㉙
０
６
３
５

０
９
５
２
㉙
０
７
２
０

●

問
合
先
　
佐
賀
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
５
２
㉙
０
６
２
６
）

　
民
事
調
停
は
、
裁
判
所
が
当
事

者
の
間
に
入
っ
て
話
し
合
い
を
進

め
、
問
題
の
解
決
を
図
る
手
続
き

で
す
。
白
黒
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
お
互
い
が
納
得
す

る
ま
で
話
し
合
う
こ
と
が
基
本
な

の
で
、
実
情
に
合
っ
た
円
満
な
解

決
が
で
き
ま
す
。

●

民
事
調
停
の
特
徴

▽
手
続
き
が
簡
単

▽
費
用
が
安
い

◆
佐
賀
県
（
地
域
別
）
最
低
賃
金

▽
賃
金
額
　
７
６
２
円
（
１
時
間
）

▽
効
力
発
生
日平

成
30
年
10
月
４
日

◆
一
般
機
械
器
具
製
造
業
関
係

▽
賃
金
額
　
８
４
７
円
（
１
時
間
）

▽
効
力
発
生
日平

成
30
年
12
月
28
日

◆
電
気
機
械
器
具
製
造
業
関
係

▽
賃
金
額
　
８
１
６
円
（
１
時
間
）

▽
効
力
発
生
日平

成
30
年
12
月
26
日

◆
陶
磁
器
・
同
関
連
製
品
製
造
業

▽
賃
金
額
　
７
６
３
円
（
１
時
間
）

▽
効
力
発
生
日平

成
30
年
12
月
８
日

●

問
合
先
　
佐
賀
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室

（
☎
０
９
５
２
㉜
７
１
７
９
）

　
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め

に
、
介
護
休
業
や
介
護
休
暇
、
介

護
の
た
め
の
所
定
外
・
時
間
外
労

働
の
制
限
な
ど
の
措
置
と
い
っ
た

制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
佐
賀
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
室

（
☎
０
９
５
２
㊱
６
２
０
５
）

司
法
書
士
県
下
一
斉

無
料
法
律
相
談
会

佐
賀
県
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
改
定

働
き
な
が
ら
介
護

を
し
て
い
る
人
へ

募
　
　
集

民

事

調

停

で

円

満

解

決

大

学

通

信

教

育

合
同
入
学
説
明
会

は
っ
て
ん
マ
ー
ケ
ッ
ト

in
ゆ
め
タ
ウ
ン
武
雄

伊
万
里
・
有
田
地
区
火
葬
場

『
や
す
ら
ぎ
斎
苑
』
場
長
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暮らしのチャンネル

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

広告

募

集

お

知

ら

せ

◆
写
真
展

●

期
　
間

　
２
月
３
日
（
日
）
～
13
日
（
水
）

●

場
　
所
　
市
民
図
書
館

※
図
書
館
の
開
館
時
間
に
観
覧
で

き
ま
す
。
最
終
日
は
午
後
１
時

ま
で
で
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　
男
女
協
働
推

進
課
男
女
協
働
推
進
係

　（
　
☎
㉓
２
１
１
５
・

　
㉓
２
１
１
５
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　d
an

jo
@

city..im
ari.lg.jp

●

募
集
団
地
（
住
宅
）

　
弁
天
、
大
坪
、
立
花
（
３
、４
階

建
の
み
）、
大
久
保
、
楠
久
第
２

（
３
階
建
の
み
）、
立
岩

●

対
象
期
間
・
条
件

　
４
月
以
降
の
１
年
間
で
空
室
が

出
た
場
合
、
順
次
入
居
可
能

●

申
込
書
の
配
布
期
間

　
１
月
28
日
（
月
）
～

２
月
８
日
（
金
）

●

申
込
受
付
期
間

　
２
月
18
日
（
月
）
～

３
月
１
日
（
金
）

※
入
居
順
位
は
、
３
月
22
日
（
金
）

に
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

●

申
込
書
請
求
・
申
込
・
問
合
先

　
都
市
政
策
課
建
築
住
宅
係

（
　
☎
㉓
２
４
６
４
）

●

募
集
人
数
　
１
０
０
人

●

応
募
・
問
合
先
　
企
業
誘
致
・

商
工
振
興
課
商
工
振
興
係

　（
　
☎
㉓
２
１
８
４
・

　
㉓
２
４
７
４
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　k
ig

y
o
u
-s

h
o
u
k
o
u
@

c
ity

.

im
ari.lg.jp

　『
授
か
っ
た
命
を
守
れ
る
の
は

マ
マ
、
パ
パ
、
そ
し
て
家
族
』
を

テ
ー
マ
に
、
講
演
会
と
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。

◆
講
演
会

●

日
　
時
　
２
月
３
日
（
日
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
図
書
館

●

演
　
題
　『
命 

～
起
こ
る
こ
と

す
べ
て
の
意
味
～
』

●

講
　
師

　
妊
婦
の
た
め
の
マ
マ
フ
ォ
ト
グ

ラ
フ
ァ
ー

　
や
ま
ぐ
ち 

ゆ
か 

さ
ん

●

応
募
方
法
　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

●

募
集
期
限
　
１
月
23
日
（
水
）

●

募
集
人
数
　
１
３
０
人

※
親
子
席
（
未
就
学
児
対
象
。
先
着

8
組
ま
で
）
が
あ
り
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
応
募
時
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
小
学
生
以
上
は
一
緒
に

講
演
会
場
へ
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
初
心
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

基
礎
講
座
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
全

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時

　
１
月
28
日
（
月
）
～
30
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

●

場
　
所

　
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
株
式
会
社

●

対
象
者

　
市
内
在
住
者

●

受
講
料

　
無
料
（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代

１
０
０
０
円
が
必
要
）

●

募
集
人
数  

15
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●

応
募
方
法

　
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、

返
信
表
面
に
自
分
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限
　
１
月
21
日
（
月
）

●

応
募
先

　
〒
８
４
０
‐
０
８
２
６
　
佐
賀
市

白
山
二
丁
目
１
番
12
号

　
佐
賀
市
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
メ
ー

ル
ボ
ッ
ク
ス
１
１
９
番

募
　
　
集

●

問
合
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ

ア
ネ
ッ
ト
佐
賀
（
☎
０
９
０
‐

４
３
５
７
‐

０
９
１
３
）

※
電
話
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
６
時
で
す
。

●

日
　
時
　
１
月
15
日
（
火
）

午
後
１
時
15
分
～
４
時
10
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

対
象
企
業
　
佐
賀
県
内
に
事
業

所
を
有
す
る
企
業

●

内
　
容
　

【
第
１
部
】
採
用
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

▽
テ
ー
マ
　『
企
業
の
強
み
の
出

し
方
・
魅み

せ
方
』

▽
講
　
師

　
さ
が
Ｈ
Ｒ
ラ
ボ 

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
研
究
員

　
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
株
式
会
社

　
常
務
取
締
役
　
益
山 

健
一
さ
ん

【
第
２
部
】
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

▽
テ
ー
マ

　『
人
手
不
足
を
乗
り
切
る
た
め

に
！
今
は
じ
め
る
働
き
方
改

革
』

▽
講
　
師

　
株
式
会
社
ア
テ
ン
ド

　
代
表
取
締
役
社
長

　
福
成 

有
美
さ
ん

●

応
募
方
法
　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

市

営

住

宅

の

入

居

予

備

者

FAX

い
の
ち
の
奇
跡
を
伝
え
る

講
演
会
＆
写
真
展
参
加
者

FAX

初
心
者
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ

基
礎
講
座
受
講
者

人

材

確

保

支

援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
企
業
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暮らしのチャンネル

●

第
一
次
試
験

▽
日
　
時
　
２
月
２
日
（
土
）

▽
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
　
容
　
論
文
、
面
接

※
詳
細
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●

試
験
案
内
請
求
・
応
募
・
問
合
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
　
☎
㉒
３
９
３
１
）

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

①
介
護
職
員
研
修
・
パ
ソ
コ
ン
科

　
12
人

②
Ｏ
Ａ
事
務
科
　
15
人
（
託
児

サ
ー
ビ
ス
利
用
可
）

●

訓
練
期
間

①
２
月
19
日
（
火
）
～

５
月
17
日
（
金
）

広告

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

市

社

会

福

祉

協

議

会

職

員

●

年
齢
制
限
　
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

●

応
募
資
格
　
社
会
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成

30
年
度
の
国
家
試
験
に
合
格

し
、
当
該
資
格
を
取
得
す
る
見

込
の
人

●

雇
用
形
態
　
正
規
職
員

●

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

●

募
集
人
数
　
１
人

●

募
集
期
限

　
１
月
25
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
１
月
25
日
の
消

印
が
あ
る
も
の
ま
で
有
効

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生

②
３
月
１
日
（
金
）
～

５
月
31
日
（
金
）

●

場
　
所

①
佐
銀
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
（
佐
賀
市
）

②
株
式
会
社
ジ
ェ
ピ
ッ
ク
（
佐
賀

市
）

●

受
講
料
　
無
　
料

※
教
材
費
な
ど
は
別
途
負
担

●

取
得
可
能
な
資
格
　

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
修
了

②
Ｃ
Ｓ
試
験
ワ
ー
プ
ロ
３
級

（
任
意
受
験
）

　
Ｃ
Ｓ
試
験
表
計
算
２
級
・
３
級

（
任
意
受
験
）

●

募
集
期
限

①
１
月
11
日
（
金
）

②
２
月
１
日
（
金
）

●

応
募
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先

　
佐
賀
労
働
局
／
独
立
行
政
法
人

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
佐
賀
支
部

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
４
９
６
）

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科
　
15
人

②
板
金
・
溶
接
施
工
科
　
15
人

③
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
24
人

④
電
気
シ
ス
テ
ム
施
工
科
（
若
年

者
訓
練
コ
ー
ス
）　
15
人

●

訓
練
期
間
　
３
月
５
日
（
火
）
～

　
８
月
29
日
（
木
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

●

受
講
料
　
無
　
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
が
必
要

●

応
募
資
格
　
新
た
な
職
業
に
就

こ
う
と
す
る
人
で
、
受
講
意
欲

が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
長

か
ら
受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
を

受
け
た
人

●

募
集
期
間
　
１
月
７
日
（
月
）
～

　
２
月
１
日
（
金
）

●

応
募
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
相
談
の
う
え
、
応
募

書
類
を
提
出

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

職
業
訓
練
受
講
生

（

３

月

入

所

生

）

● 日　時　２月 24 日（日）

　　　　　午後１時 30 分〜４時 30 分

※集合場所などの詳しい内容は、後日参

加者のみに案内します。

● 対　象
　市内在住・在勤、または結婚を機に伊

万里市に住む意思がある、再婚希望

または再婚に理解のある独身の人

● 参加料
　1,500 円（デザートビュッフェ代、

保険料）

● 募集人数　男・女各８人

※応募多数の場合は抽選

● 応募方法　メールまたは電話

● 募集期限　２月 14 日（木）

● 応募・問合先
　伊万里暮らし応援課内

　市婚活応援推進協議会

（　 ☎㉓２９５０）

※メールアドレス

　deai@city.imari.saga.jp

※託児があります。相談してください。

♥ ♥婚活イベント

カフェ婚

再婚希望者と
その理解者のための
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暮らしのチャンネル

〒848-0035 伊万里市二里町大里乙 1766 番地 4　アップパートナーズ内

成年後見
℡：0955-25-9355 
URL：http://www.hearttrust.co/ 佐賀県司法書士会所属

相　　続 遺　　言

贈　　与 登記全般

家族信託

広告

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

募
　
　
集

●

入
居
資
格

　
県
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
入
居

資
格
に
該
当
す
る
人

●

対
象
と
な
る
住
宅
団
地

　
脇
田
、
立
花
、
岩
栗
ケ
丘
第
二
・

第
三
、
南
川
原
（
有
田
町
）

●

申
込
書
配
布
期
間

　
２
月
１
日
（
金
）
～
13
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
２
月
３
日
（
日
）
を
除
く

●

申
込
受
付
期
間

　
２
月
４
日
（
月
）
～
13
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
７
時

※
２
月
９
日
（
土
）
～
11
日
（
月
・

祝
）
を
除
く

●

公
開
抽
選
日
　
２
月
19
日
（
火
）

●

申
込
書
配
布
・
申
込
・
問
合
先

　
伊
万
里
総
合
庁
舎
別
館
内

　
指
定
管
理
者
　
川
原
建
設
株
式

会
社
（
☎
⑳
４
５
１
１
）

　
佐
賀
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
度
な
専
門
技
術
を
持
っ
た

将
来
の
陶
磁
器
業
界
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
研

修
生
を
募
集
し
ま
す
。

県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
講
習
会
受
講
者

●

研
修
内
容
　

▽
ろ
く
ろ
コ
ー
ス
　
ろ
く
ろ
成
形

を
主
と
し
た
技
術
を
学
ぶ

▽
絵
付
コ
ー
ス
　
伝
統
絵
付
を
主

と
し
た
装
飾
技
法
を
学
ぶ

▽
製
造
技
術
コ
ー
ス

　
石
膏
型
製
作
・
成
形
な
ど
、
陶

磁
器
技
術
を
学
ぶ

●

研
修
期
間
　
６
か
月

●

募
集
人
数

　
３
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
20
人

●

応
募
要
件

　
肥
前
陶
磁
器
業
界
へ
の
就
業
を

希
望
し
て
い
る
こ
と

●

募
集
期
間

　
１
月
７
日
（
月
）
～
31
日
（
木
）

※
研
修
生
は
審
査
の
う
え
決
定
し

ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●

募
集
要
項
請
求
・
応
募
・
問
合
先

　
佐
賀
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
窯

業
人
材
課
（
☎
㊷
３
１
４
４
）

●

募
集
対
象

　
陶
磁
器
・
デ
ザ
イ
ン
業
界
で
就

業
し
た
い
社
会
人

●

募
集
人
数

▽
窯
業
コ
ー
ス
　
７
人

▽
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
　
７
人

●

聴
講
期
間
　
２
年
（
週
３
日
）

県

営

住

宅

の

入

居

予

備

者

※
実
施
曜
日
は
未
定

※
時
間
は
午
後
５
時
45
分
～
９
時

10
分
（
予
定
）

●

募
集
期
間
　
１
月
10
日
（
木
）
～

２
月
１
日
（
金
）

●

面
　
接
　
２
月
19
日
（
火
）

　
午
後
６
時
～

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
・
問
合
先

　
有
田
工
業
高
校
定
時
制

（
☎
㊷
３
１
３
６
）

●

日
　
時
　
２
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

●

参
加
資
格
　
小
学
４
年
生
以
下

（
平
成
29
・
30
年
度
全
国
Ａ
Ｂ
Ｃ

大
会
・
九
州
大
会
出
場
者
を
除
く
）

●

参
加
料
　
５
０
０
円
（
県
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
小
学
生
部
会
登

録
者
は
無
料
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

●

定
　
員
　
１
０
０
人

●

応
募
方
法
　
電
子
メ
ー
ル
に
氏

名
、
性
別
、
学
年
を
記
載
し
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限
　
１
月
31
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先
　
県
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
小
学
生
部
会
事
務
局

　（
☎
０
９
０
‐

９
７
２
９
‐

７
１
９
４
）

窯
業
人
材
育
成
事
業

研
修
生
（
４
〜
９
月
期
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　sh
o
u
gaku

@
saga-b

ad
.jp

　
沖
縄
に
近
い
南
の
島
『
ヨ
ロ
ン

島
』
で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲

間
と
共
同
生
活
や
野
外
活
動
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

期
　
間

　
３
月
27
日（
水
）～

４
月
２
日（
火
）（
６
泊
７
日
）

●

場
　
所

　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●

対
　
象

　
小
学
２
年
生
～
６
年
生

●

説
明
会
（
福
岡
会
場
）

▽
日
　
時
　
２
月
17
日
（
日
）

午
前
11
時
～
11
時
45
時

▽
場
　
所
　
エ
イ
ム
ア
テ
イ
ン
博

多
駅
前
会
議
室
（
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
前
３
‐
25
‐
24
）

※
事
前
予
約
は
不
要
で
参
加
料
は

無
料
で
す
。
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●

募
集
人
数
　
３
０
０
人

●

参
加
費
　
13
万
4
０
０
０
円
程

度
（
福
岡
空
港
ま
た
は
長
崎
空

港
か
ら
出
発
の
場
合
）

●

募
集
期
限
　
３
月
５
日
（
火
）

●

応
募
・
問
合
先

　
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会

　（
☎
０
３
‐

６
４
１
７
‐

９
７
２
１
）

平
成
31
年
度
有
田
工
業

高
校
定
時
制
聴
講
生

『
ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島
』
参
加
者
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暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

広告
保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

１月の巡回日
● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

日 巡 回 場 所 時　間

８日
・

22 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
JA 滝野出張所 11:30~
国 見 公 民 館 14:00~
山 口 病 院 14:15~
国見団地集会所 14:40~

９日
・

23 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~
伊万里松浦病院 14:00~
西 田 病 院 14:40~

17 日
（木）

西 光 苑 11:00~
ケアハウスいまり 11:30~
市民センター 14:15~

11 日
・

25 日
（金）

南波多公民館 11:20~
田 代 公 民 館 11:30~
原屋敷公民館 14:00~
JA 前平出張所 14:00~

11 日 デ イ な が や ま 14:40~

25 日 グランパランいまり 15:00~

日 巡 回 場 所 時　間

15 日
・

29 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
楽 寿 園 14:50~
ケアセンターくちいし 15:10~

16 日
・

30 日
（水）

小石原公民館 11:00~
東 山 代 公 民 館 13:50~
向 陽 園 14:00~
伊万里鍋島焼会館 14:30~

４日
・

18 日
（金）

波多津公民館 11:30~

JA 大 川 支 所 14:30~

18 日 大 川 公 民 館 14:00~

４日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

10 日
（木）

こ ど も ハ ー ト フ ル
センターひまわり園 14:00~

※このほか保育園や小学校、
会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

『知って得する！
おうちの数学』
松川 文弥／著

翔泳社

新刊案内
　
オ
ポ
ッ
サ
ム
の
ホ
イ
ホ
イ
は
、
友

だ
ち
の
フ
ム
フ
ム
の
家
に
行
き
ま
し

た
。「
お
茶
に
し
よ
う
」
と
い
う
フ
ム

フ
ム
に
、
ホ
イ
ホ
イ
は
「
散
歩
に
行

こ
う
」
と
誘
い
ま
す
。
そ
し
て
散
歩

の
し
か
た
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

フ
ム
フ
ム
は
、
一
度
も
散
歩
を
し
た

こ
と
が
な
い
の
で
す
。
フ
ム
フ
ム
は

散
歩
の
前
に
、
お
茶
を
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
窓
か
ら
外
を
眺
め

ま
し
た
。「
大
事
な
の
は
、
ゆ
っ
た

り
の
ん
び
り
す
る
こ
と
」。
や
っ
と
、

二
人
は
散
歩
に
出
か
け
ま
す
が
…
。

１日〜３日（年始休館）、
７・14・21・28 日、
24 日（館内整理休館）、

１月の休館日

　
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
に
は
、
意
外

に
算
数
や
数
学
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ケ
ー
キ
な
ど
円
形
の
食
べ
物

を
切
り
分
け
る
と
き
、
移
動
の
際
の
最

短
距
離
を
知
り
た
い
と
き
な
ど
…
。

　
こ
の
本
に
は
、
そ
ん
な
身
近
な
事

柄
が
算
数
と
数
学
の
知
識
を
使
っ
て

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
得
す
る

ポ
イ
ン
ト
の
貯
め
方
な
ど
を
知
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
お
得
な

毎
日
に
生
ま
れ
変
わ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
暮
ら
し
に
生
か
し
た
い
数
学

の
知
識
が
詰
ま
っ
た
一
冊
で
す
。

うちどく推進講演会
手作り絵本ワークショップ

マージョリー・ワインマ
ン・シャーマット／文

バーバラ・クーニー／絵
福本 友美子／訳

ほるぷ出版

『ホイホイと
フムフム』

◆期　日　２月 17 日（日）
◆場　所　市民図書館
◆入場料　無　料
◆内容・時間

《手作り絵本ワークショップ（要申込）》
▷時　間
　①午前 10 時（保護者と子ども 20 組）
　②午後１時 30 分（大人 20 人）

《うちどく推進講演会（申込不要）》
▷時　間　午前 11 時 15 分
▷演　題　読み語りと歌で贈る講演
　『絵本を通して伝えよう

かけがえのないあなたへの思いを』
▷講　師　島田 洋子さん（鳥取県境港市立
　上道小学校図書館司書・手作り絵本作家）
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暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

◆期　日　１月 21 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時
◆内　容　身体計測、離乳食、む

し歯予防などの育児相談

◆日　時　１月 25 日（金）
　午後６時 30 分〜８時 30 分

◆内　容　妊婦疑似体験や沐
もく

浴
よく

実習、助産師による母乳育児
の話など

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　１月８日（火）
　午前９時〜午後３時

◆内　容　管理栄養士、保健師
による個別相談

※予約が必要です。

◆日　時　１月８日（火）
　午前９時〜午後３時

◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。

※場所は、いずれも市民センター
です。

　 市 民 健 康 相 談　

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
30
年
10
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
１
月
24
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
29
年
６
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
１
月
10
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
３
０
０
円
）

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
27
年
５
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
１
月
17
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
正
午
か

ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
30
年
６
月
生
ま
れ

１
月
９
日
（
水
）

▽
平
成
30
年
７
月
生
ま
れ

２
月
５
日
（
火
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
～
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

ー 忘れていませんか　健康診査、がん検診 ー
公民館での検診を ｢ 日程が合わず受けられなかった ｣、｢ うっかり忘れ
ていた ｣ というあなた。まだ、受けられます。

地区名 医療機関名
健康診査 がん検診

30 代
特定・長寿 肺 子宮 乳 胃

カメラ

伊万里

岡村医院 ● ●要予約 ●

おぜきホームクリニック ●

夏秋医院 ●

浜田産婦人科クリニック ●

日高医院 ●

古川内科クリニック ●

大　坪

加茂医院 ●

口石病院 ● ●要予約

隅田病院 ● ●要予約

堀田病院 ●

立　花

いび整形外科 ●

たなか内科クリニック ● ●

鈴山内科小児科医院 ●

前田病院 ● ●

山口病院 ● ●

産婦人科南ヶ丘クリニック ●

地区名 医療機関名
健康診査 がん検診

30 代
特定・長寿 肺 子宮 乳 胃

カメラ

黒　川 小島病院 ● ●

波多津 小島医院 ● ●

南波多
伸びる・こじまクリニック ● ●

助廣医院 ●

大　川 大川野クリニック ● ●

二　里

小副川医院 ● ● ●

きたじま整形外科 ●

山元記念病院 ● ● ● ●

東山代
内山産婦人科医院 ●

立石医院 ● ●

山　代

伊万里松浦病院 ● ● ● ●

西田病院 ● ●要予約 ●要予約 ●

水上医院 ●

有田町

伊万里有田共立病院 ●月〜金 ● ●要予約 ●要予約 ●

岸クリニック ●

石井内科 ● ●

実施期間：３月 30 日（土）まで■ 健康診査・がん検診実施医療機関

健診名 対象年齢（３月 31 日現在） 負担金

健康診査
30 歳〜 39歳の人
40歳〜 74歳の国民健康保険加入者
75歳以上の人

無　料

肺がん検診 40 歳以上
500 円子宮頸がん検診 20 歳以上の女性

乳がん検診 40 歳以上の女性（２年に１回）

胃がん（カメラ）検診
50 〜 64 歳の偶数年齢の人

（集団胃がん検診を今年度受診した人は除く）
4,000 円
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暮らしのチャンネル

暖房機器の運用を工夫しましょう
気温の冷え込みで暖房機器が大活躍しているのではないでしょうか。石
油ファンヒーター（設定温度 20℃）の運転時間を１日１時間短縮すれば、

灯油と電気使用量の省エネになり、年間で二酸化炭素 41.9 ㎏を削減
できます。約 1,130 円の節約にもなり経済的。また、窓に背を向けて
設置する、適度な湿度を保つ、こまめにフィルターを掃除するなど設置
や運用の工夫で暖房の効果が高まり、より快適に過ごすことができます。● 問合先　

　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

保
健
だ
よ
り

市
民
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談
ほ
か
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１月の市民相談

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（９日・23 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１金曜日
（４日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（17 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第２・３火曜日
（８日・15日）

午前10時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（10 日）

午前10時〜
午後３時

行政相談 第３金曜日
（18 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談
月〜金曜日
※祝日、２日・

３日は除く

午前10時〜
午後４時

※正午〜午後
１時を除く

消費生活セ
ンター
㉓２１３６

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

第２火・第４日
曜日

（８日・27 日）

午前９時〜午
後８時（８日）
午前９時〜午
後５時（27日）

税務課 税務課
㉓２１５２

年金相談
※要予約 金曜日 午前９時30分〜

午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（24 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談

月・火・木・金曜日
※祝日、３日は

除く

午前９時〜
午後３時 30分

福祉課社会
福祉係

女性相談
※面談は要予約

月・水・金曜日
※祝日、２日は

除く

午前 ９ 時〜
午後４時

相談電話番号
㉒６７６３

72

高額な商品を次々に契約させられるＳＦ商法に注意

ＳＦ商法（催眠商法）とは、閉め切った会場に高齢者などを集め、日用
品をただ同然で配って雰囲気を盛り上げたあと、高額な商品を購入させ
るものです。また、「粗品をもらえる」、「販売員の話が楽しい」などと、
長期間通い続けるうちに、次々と契約させられてしまいます。販売員か
ら個別に勧誘されたり、親しくなったりすると断りにくくなりますの
で、会場には近づかないように。家族や周囲の人も気を配りましょう。
● 相談先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）
　　　　　消費者ホットライン（☎ １８８（いやや））
● 問合先　情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３３）

■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ　http://www.enecho.meti.go.jp/

１月の行事

● 伊万里市成人式

　13 日（日）午後２時開会

（☎㉓３１８６）

● 市ふれあい障害者文化祭

　〔作品展〕

　26 日（土）〜 28 日（月）

　〔式　典〕

　27 日（日）午後０時 30 分開演

（☎㉓２１５６）

● 伊万里市消防出初式

　６日（日）午前９時 35 分開演

（☎㉓２１１６）

● 新春かるた会〔ホール・和室〕

　13 日（日）午前 10 時

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　20 日（日）午後２時 30 分

　『おじゃる丸　マロのゆかいな世界』

　森のおじゃグマさん　おじゃ休さん

　ほか（93 分）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

昨年の成人式の会場の様子

市 民 会 館 ☎㉒７１０５
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この冊子は、１部当たり約 31 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

● 発行日／平成 31 年１月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係　☎ (0955)23-4313（直通）　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1
● 伊万里市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/　　● 印　刷／株式会社三光
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第16 回 輝け ! イマリフェスタ

イルミネーション点灯式
12 月１日、伊万里駅前広場で『輝け ! イマリフェスタ』イルミネー
ション点灯式がありました。道行く人に寒い冬を少しでも暖かく感
じてもらおうと、伊万里商工会議所青年部が毎年実施しているもの
です。カウントダウンとともに、街路樹のイルミネーションや、駅の
ペデストリアンデッキにある子どもたち手作りの電飾が一斉に光を
放つと、訪れた観客から拍手がわき起こりました。また、特設ステー
ジでは合唱やダンス、バンド演奏などが披露され、多くの人でにぎわ
いました。イルミネーションは、２月28日まで楽しむことができます。

平成 30 年 12 月１日現在
● 人口　55,106 人　 （−   25）
　　男　26,607 人　 （＋     2）
　　女　28,499 人　 （−   27）
● 世帯　23,366 世帯（＋   20）

（　）は前月比

人の動き

この日に結婚式を挙げたカップル
が点灯式に参加

伊万里小学校コーラス部がクリスマス
にちなんだ寸劇と合唱を披露

ビームサーガイマリとダンシングドー
ルズの共演

東バンドはロックンロールナンバーの
演奏で会場を盛り上げました

　
毎
週
楽
し
み
に
見
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
『
西
郷
ど
ん
』。
幕
末
・
明

治
の
激
動
の
時
代
の
中
で
、
佐
賀
藩
出

身
の
江
藤
新
平
や
大
隈
重
信
な
ど
の
活

躍
も
描
か
れ
て
お
り
、
近
代
日
本
の
礎

を
築
い
た
佐
賀
の
偉
人
た
ち
を
誇
ら
し

く
思
い
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。
本
紙

の
10
頁
に
表
彰
式
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
伊
万
里
に
も
、
同
時
期
に
活
躍
し
た

川
原
茂
輔
、
森
永
太
一
郎
、
藤
山
雷
太

を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
偉
人
が
い
ま

す
。
と
、
さ
も
知
っ
た
よ
う
に
書
い
て

い
る
私
が
そ
れ
を
知
っ
た
の
は
ほ
ん
の

最
近
で
す
が
、
調
べ
学
習
を
し
た
子
ど

も
た
ち
に
は
そ
の
偉
業
が
胸
に
刻
ま

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
１
月
20
日
（
日
）

ま
で
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
さ
れ
て

い
る『
幕
末
・
明
治
と
伊
万
里
の
人
』展
。

皆
さ
ん
も
足
を
運
び
、
郷
土
の
偉
人
の

功
績
に
思
い
を
馳は

せ
て
み
て
は
。（
祐
）
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